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 （講演概要） 

 産業界では熟練技術者の大量定年退職の状況を受け、安全確保のために若手技術者に対する安全工学教育のさらなる充実が

求められています。 

本セミナーでは、アメリカの産業災害事例、安全工学教育プログラムの調査結果について紹介し、その後、民間企業におけ

るプロセス安全の教育の取り組みについて紹介します。さらに、産業界と大学が連携して取り組んでいる安全工学教育事業に

ついて紹介します。各先生に取り組みを解説していただきながら参加者ともに我が国の安全工学教育の現状を整理し、今後の

安全工学教育のあり方について考えていきます。 

 

このセミナーは、本学の関係教職員および副専攻プログラム「安心安全マネジメント」履修学生並びに学内外の社会人を対象

にしています。ご関心のある皆様の積極的なご参加をお願いします。また、厚生労働科研費「大学等教育研究機関における就

業前及び若手技術者向けの安全工学教育プログラムの提案」の成果を発表するものです。 

 

主 催；横浜国立大学 安心・安全の科学研究教育センター 

協 賛（予定）；安全工学会、高圧ガス保安協会、日本高圧力技術協会、横浜国立大学リフレッシュ教育コース、 

  よこはま高度実装技術コンソーシアム（YJC）、ＹＵＶＥＣ 

日 時；平成 2５年 12 月 20 日（金）13:30～17:00  

場 所；横浜国立大学 教育文化ホール 中集会室  

     → 横浜国立大学 大学会館 4 階 会館ホール（キャンパスマップ S1-5）に変更になりました。  

キャンパスマップ（http://www.ynu.ac.jp/access/map_campus.html） 

参加費； 無料 

参加者募集； 40名程度    
プログラム；    

司会 横浜国立大学 安心・安全の科学研究教育センター准教授         笠 井 尚 哉 
 
13:30「挨拶」  

横浜国立大学大学院 環境情報研究院 教授  
安心・安全の科学研究教育センター長                       藤 江 幸 一 

 
13:40「米国化学事故調査委員会(CSB)と化学事故災害」 

横浜国立大学大学院 環境情報研究院 客員教授                半 井 豊 明 
                  

14:30「プロセス安全に関する人材育成」 
住友化学株式会社 レスポンシブルケア室 環境・安全グループ 主席部員  宮 田 栄 三 郎 

 
15:20 休憩 
 
15:30 「石油化学工場の安全教育」  

公益社団法人山陽技術振興会 副会長 兼 人材育成室室長 
日本化学会フェロー                            池 上 正 
                    

16:20 質疑応答  
 
 

申込方法；①氏名、②所属、③電話番号、④E-mail を記載の上、「公開セミナー第２回参加申込」と題記して、下記に E-mail

でお申し込み下さい。 

 

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-5 

横浜国立大学安心・安全の科学研究教育センター FAX：045-339-4294、E-mail：anshin@ynu.ac.jp 

TEL：045-339-377２、URL：http://www.anshin.ynu.ac.jp/ 


